
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
一
番
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
名

護
中
戦
は
前
半
、
緊
張
し
す
ぎ
て
力
を
出
し
切
れ
ず
、

サ
ッ
カ
ー
部
も
着
実
に
実
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。
以

最
大

点
差
ま
で
開
い
た
。
後
半
に
入
り
、
少
し
ず
つ

30

前
は
、
大
差
で
負
け
て
い
た
伊
是
名
中
学
校
と
接
戦
で

力
を
発
揮
し
た
が
、
18

し
た
。
顧
問
の
比
嘉

司
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し

点
差
ま
で
し
か
、
つ
め

野
球
部
は
久
々
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
顧
問

ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

の
渡
慶
次

靖
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

■
対

伊
是
名
中
学
校

０

２

１
回
戦
敗
退

た
。
夏
季
大
会
は
、
ベ

－

■
対

大
宜
味
中
学
校

３

２

勝
利

前
半
、
最
初
の
７
分
間
は
と
て
も
い
い
ゲ
ー
ム
で
相

ス
ト
４
に
入
り
、
県
大

－

こ
れ
ま
で
の
対
戦

手
に
シ
ュ
ー
ト
チ
ャ
ン
ス
も
な
く
良
か
っ
た
が
、
７
分

会
出
場
を
目
指
す
ぞ
ー
。

、

成
績
は
４
勝
２
敗
。

過
ぎ
に
相
手
の
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ト
が
手
に
当
た
り

。

、

。

し
か
し
、
公
式
戦

ハ
ン
ド
の
判
定

Ｐ
Ｋ
と
な
り

１
点
を
先
制
さ
れ
た

13

大
会
連
続
１
回
戦
敗

国
中
に
も
惜
し
い
シ
ュ
ー
ト
が
３
本
ぐ
ら
い
あ
っ
た
が

横
浜
市
教
育
委
員
会
が
発
行
し
て
い
る｢

中
学
生
の
た

、

退
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

前
半
は
そ
こ
で
終
了

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
で
も
生
徒
同
士

め
の
礼
儀
・
作
法
読
本｣

と
い
う
冊
子
か
ら
一
部
紹
介
し

。

、

が
あ
っ
た
。
悪
天
候

相
談
す
る
な
ど

と
て
も
い
い
雰
囲
気
で
後
半
に
入
る

ま
す
。

、

。

の
中
だ
っ
た
が
、
皆
で
、
あ
わ
て
ず
に
試
合
を
進
め
る

し
か
し
、
後
半
も
ク
リ
ア
ミ
ス
か
ら
失
点
し
て
し
ま
っ

こ
と
が
で
き
た
。
特
に
１
年
生
が
試
合
に
出
場
し
た
こ

た
。
そ
れ
で
も
最
後
ま
で
諦
め
な
い
で
が
ん
ば
っ
て
い

と
は
、
今
後
の
チ
ー
ム
に
と
っ
て
、
良
い
刺
激
と
な
る

た
。
試
合
終
了
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
、
前
向
き
な

で
あ
ろ
う
。

い
い
意
見
が
出
て
い

、

。

■
対

大
宮
中
学
校

３

０

勝
利

て

と
て
も
よ
か
っ
た

－

練
習
試
合
で
対
戦
し
た
と
き
は
、
８

０
で
完
敗
。

と
て
も
素
直
な
生
徒
が

－

エ
ー
ス
前
川
尚
農
が
完
璧
に
打
た
れ
た
。
今
回
は
、
変

多
く
、
や
り
が
い
の
あ

化
球
に
自
信
を
持
つ
島
袋
太
誠
を
起
用
。
打
た
せ
て
取

る
チ
ー
ム
で
あ
る
。

る
ピ
ッ
チ
ン
グ
と
守
備
が
う
ま
く
、
か
み
合
っ
た
試
合

。

、

、

だ
っ
た

攻
撃
は

ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
皆
で
も
の
に
し

最
後
ま
で
流
れ
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
も
ベ
ス
ト
４
は
逃
し
ま

①
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
ス
ト
ラ
イ
ク
を
先
行
さ
せ
た
。

し
た
が
、
今
後
が
楽
し
み
で
す
。
顧
問
の
當
真

克
享

②
エ
ラ
ー
が
な
か
っ
た
。

先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

③
足
を
か
ら
め
た
攻
撃
が
で
き
た
。

■
対

上
本
部
中
学
校

本
校
で
も
、
今
週
か
ら
、
縦
割
り
班
に
よ
る

分
間

－64

52

10

の
が
ポ
イ
ン
ト
。
格
上
の
相
手
に
公
式
戦
で
勝
っ
た
こ

■
対

名
護
中
学
校

の｢

黙
動
清
掃｣

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
国
中
で
も
こ

－42

60

と
は
、
大
き
な
自
信
に
な
る
。

上
本
部
中
戦
は
、
全
員
出
場
し
、
勝
つ
こ
と
が
で
き

の
よ
う
な
感
想
が
聞
け
た
ら
い
い
で
す
ね
!!

ゆ
が
ふ
い
ん
杯
野
球
大
会

青
雲
の
志

すごいぞ!!野球部 久しぶりのベスト４

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
強
化
大
会

中
学
生
の
た
め
の
礼
儀
・
作
法

サ
ッ
カ
ー
強
化
大
会

『黙動』～Ｂ小学校の取組～
もくどう

Ｂ小学校では、掃除の時間、話し声が聞

こえません。先生も、子どもも、皆が黙っ

て掃除をしているからです。

この｢黙動｣という取組を始めてから、以

前に増して、早く、きれいに掃除ができる

ようになったそうです。

｢15分かかっていた掃除が、10分ででき

るようになったよ。｣｢今まで気付かなかっ

た友達の姿に気付いた。すみずみのごみを

ていねいに取るなど、一生懸命掃除をして

いる姿、がんばる姿を見ることができるよ

うになったよ。｣… 小学生の感想です。

校訓： 自学 『自律 『自力』 目標： 互いにかかわり 學び合い 伝え合う』『 』 』 『
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平成24年度 国頭中学校グランドデザイン
校 訓

er)自学(self-study)・自律(self-control)・自力(self-pow
！星雲の志を持ち 北斗の星となれ

教 育 目 標

◇進んで学び よく考える生徒（知）
◇人権を尊び 支え合い 助け合う生徒（徳)
◇心身ともに健康で たくましい生徒（体）

今年度の目標

互いにかかわり 學び合い 伝え合う
生徒･職員･家庭･地域が ，寄り添い(依存し合って)，家庭・地域・学互いにかかわり

學び合い 伝え合う校〔授業･行事･部活動〕で ，學んだことや考え・思いを聴き合い，

『聴き合う』基盤となるのは，一事徹底事項
いつでも，どこでも，誰とでも，眼と心で 関係をつくる『聴き合う』

重点実践事項

静黙読書 黙動清掃
□みんなでやる □みんなで協力する心
□毎日やる □おしゃべりを我慢する心
□好きな本でよい □場所やモノに感謝する心
□ただ読むだけ □汚れに気づき，工夫する心

□教師と生徒とのかかわりを変える □生徒と生徒とのかかわりを変える
□聴く・つなぐ・もどす □｢コの字型｣机配置と小グループ活動
□日々の授業改善につながる研究協議 □生徒への対応を「柔らか」に変える

□授業時数の確保，多忙感の軽減 □保護者・地域とのかかわりを変える
□行事・会議の精選,運営方法の工夫 □保護者の授業や行事への参加を促進
□日課表の工夫・改善 □積極的な情報発信による正しい理解

一点突破

積極的な生徒指導 道徳教育の充実 部活動の充実 キャリア教育の充実ä ä ä

生徒・保護者・地域に開かれた，信頼される学校
（生徒にとっても,保護者・地域にとっても，教師にとっても魅力ある学校）

□学校：｢子どもたちが学び合う場所としての学校，教師が専門家として学び成長し合
う場所としての学校，親や住民が学校の教育活動に参加して互いに学び合う場所とし
ての学校( の理念に基づく学校づくり)｣『学びの共同体』

□生徒：｢登校するのが楽しい｣(安心・安全)｢授業が楽しく，よくわかる｣(成就感)
□保護者：｢子どもの変容がよく見える｣｢学校が生き生きしている｣｢学校に協力したい｣
□職員：｢仕事にやりがいを感じる｣｢同僚同士の連帯感があり，何でも相談できる｣
※｢生徒は，学び続ける限り決して崩れない」
※｢学校改革がうまくいかないのは，子どもの力を借りていないからだ。｣
※｢学校は内側からしか変われないし，内側からの改革は，外からの支援なしには持続
しない 」。

行事・会議・日課表の改善 地域連携の強化

日
常
的
・計
画
的
な
取
組

授業改善 聴き合う学級づくり

静

と

動


